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伊達地区交通安全協会では、高齢運転者の交通事故防止を

目的に伊達市内の自動車学校の協力を得て運転大会を開催しました。

大会には、高齢者３人１組で１２チームが参加し、自動車の運転に

関する知識を問う学科試験を受けてから、自動車学校のコースを運転しての技能試験が行

われ、優秀な成績を修めた３チーム、３名の方が表彰されました。大会終了後、参加者は

車の安全運転に欠かせない「動体視力」「注意・配分力」「短期記憶力」「判断力」の４

つの能力について運転能力 診断装置により診断を受け、自分の運転能力への理解を深め

ていました。

真剣に問題を解く参加者 実技試験に臨む参加者

自分の運転の癖などについて

知る参加者

学科試験、技能試験終了後、自動車学校校長によ

る交通ルールに関する学科試験問題の解説が行われ

たほか、運転技能を採点した自動車学校教官から今後

の安全運転のための指導やアドバイスを受け、参加者

は、自分の運転技術を知ることが出来たほか、「交通事

故を起こさない、遭わない」との思いを新たにしていま

した。


